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Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
　
調
査

意義の理解や、自発的な行動はこれから
ま
と
め

日本人

旅
行
中
の
実
践
率
は
低
い

混
雑
す
る
場
所
や
時
間
は
避
け
る
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
生
活
者
の
意
識
と
旅
行
（
２
０

２
２
）
～
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
３
カ
国
比
較
～
」
の
調
査
研
究
を
ま

と
め
、
そ
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。
と
も
に
環
境
へ
の
意
識
が
高
く
、
「
フ

ラ
イ
ト
シ
ェ
イ
ム
（
飛
び
恥
）
」
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
国
際
観

光
支
出
額
上
位
の
ド
イ
ツ
と
日
本
と
の
比
較
を
行
っ
た
。パ
ー
ト
２
は「
旅
行
編
」。

　
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
日
本

の
生
活
全
般
、
日
本
人
の
旅
行

・
観
光
、
欧
州
の
先
進
国
と
の

旅
行
者
の
比
較
と
、
三
つ
の
視

点
で
３
回
に
ま
と
め
た
。
調
査

を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と

は
、
日
本
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
知

識
と
し
て
の
認
知
は
広
が
っ
て

い
る
も
の
の
、
現
時
点
で
の
取

り
組
み
は
国
や
企
業
の
主
導
で

あ
る
こ
と
だ
。
生
活
者
の
本
質

的
な
意
義
の
理
解
や
、
自
発
的

な
行
動
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と

い
え
る
。
特
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ド
イ
ツ
と
比
べ
て
、
日
本

は
日
常
生
活
で
実
践
で
き
て
い

る
行
動
が
、
旅
行
中
に
な
る
と

大
幅
に
低
く
な
っ
た
こ
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
設
問
に
対
す
る
回

答
全
般
に
「
特
に
な
い
」
「
分

か
ら
な
い
」
の
選
択
率
が
高
か

っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
を

し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
国
際
的

な
人
の
往
来
の
再
開
に
向
け
、

世
界
の
基
準
を
意
識
し
た
、
共

感
さ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
３
カ
国
を
比
較
し
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
最
も
行
動
に
表
れ
て
い

た
の
は
ド
イ
ツ
だ
。
前
述
の
通

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
の

理
解
や
認
知
度
は
日
本
よ
り
低

か
っ
た
も
の
の
、
国
を
あ
げ
た

独
自
の
「
ド
イ
ツ
持
続
可
能
な

開
発
戦
略
（
Ｇ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
）
」
の

取
り
組
み
開
始
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
よ

り
早
く
、
個
人
の
行
動
も
考
え

方
も
最
も
前
向
き
で
、
一
朝
一

夕
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
認
識
し
た
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
旅
行
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
す
る
た
め
に
観
光
地
や

企
業
に
望
む
こ
と
と
し
て
、
持

続
可
能
な
観
光
地
推
進
の
認
証

や
排
出
量
の
検
索
、
取
り
組
み

に
関
す
る
情
報
公
開
な
ど
、
対

応
が
可
視
化
で
き
る
こ
と
を
求

め
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
世
界
的

な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ロ
ン

リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
が
２
０
２

２
年
に
薦
め
た
い
地
域
と
し

て
、
日
本
の
「
四
国
」
を
第
６

位
に
選
出
し
た
が
、
そ
の
評
価

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
「
持
続
可

能
な
観
光
実
践
へ
の
取
り
組

み
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
評
価
は
今
後
、
国
際
的

な
人
の
往
来
が
再
開
さ
れ
た
時

に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　
日
本
人
は
日
常
に
比
べ
、
旅

行
中
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る

行
動
の
実
践
が
大
幅
に
低
い
結

果
と
な
っ
た
。調
査
結
果
か
ら
、

あ
る
意
味
、
日
本
で
は
「
お
も

て
な
し
」
や
「
気
働
き
」
と
い

う
名
の
も
と
に
、
何
で
も
し
つ

ら
え
て
あ
る
環
境
が
あ
た
り
前

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
旅
行

者
に
旅
行
中
は
考
え
た
く
な
い

と
い
う
状
況
を
つ
く
っ
て
き
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
お
も
て
な
し
を
極
め
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
反
す
る
一
面
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
非
接
触
化
が
進
み
、
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
に
享
受
で
き
た
お

も
て
な
し
の
提
供
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

を
機
に
、
持
続
可
能
性
と
い
う

観
点
で
共
感
さ
れ
る
地
域
づ
く

り
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
。

　
旅
行
中
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
具
体
的
な
行

動
を
例
示
し
、「
実
際
に
実
践

し
て
い
る
こ
と
」
と
「
今
後

実
践
し
た
い
こ
と
」
の
両
方

に
つ
い
て
意
向
を
聞
い
た
。

　
旅
行
中
に
「
実
際
に
実
践

し
て
い
る
こ
と
」
の
上
位
三

つ
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が「
歯

ブ
ラ
シ
、ブ
ラ
シ
、化
粧
品
は

な
る
べ
く
持
参
す
る
」（

・

６
％
）、「
連
泊
す
る
場
合
の

宿
泊
施
設
で
の
シ
ー
ツ
や
タ

オ
ル
な
ど
の
取
り
換
え
や
部

屋
掃
除
の
辞
退
」
（

・
７

％
）
、「
ス
リ
ッ
パ
や
パ
ジ
ャ

マ
は
な
る
べ
く
持
参
す
る
」

（

・
０
％
）だ
っ
た
。ド
イ

ツ
の
１
位
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

同
様「
歯
ブ
ラ
シ
、ブ
ラ
シ
、

化
粧
品
は
な
る
べ
く
持
参
す

る
」（

・
３
％
）で
、「
ス
リ

ッ
パ
や
パ
ジ
ャ
マ
は
な
る
べ

く
持
参
す
る
」（

・
５
％
）、

「
混
雑
す
る
施
設
や
場
所
へ

の
訪
問
は
避
け
る
、
も
し
く

は
混
ま
な
い
時
間
に
訪
れ

る
」（

・
９
％
）と
続
い
た
。

日
本
の
上
位
三
つ
は
「
混
雑

す
る
施
設
や
場
所
へ
の
訪
問

は
避
け
る
、
も
し
く
は
混
ま

な
い
時
間
に
訪
れ
る
」
（


・
４
％
）
、
「
歯
ブ
ラ
シ
、

ブ
ラ
シ
、
化
粧
品
は
な
る
べ

く
持
参
す
る
」（

・
５
％
）、

「
旅
行
先
の
地
域
の
農
産
品

や
工
芸
品
の
購
入
」
（

・

５
％
）
だ
っ
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ

で「
歯
ブ
ラ
シ
、ブ
ラ
シ
、
化

粧
品
の
持
参
」や「
ス
リ
ッ
パ

や
パ
ジ
ャ
マ
の
持
参
」
の
実

施
率
が
高
い
の
は
、
日
本
は

海
外
よ
り
宿
泊
施
設
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
提
供
や
、
貸
し
出

し
品
が
充
実
し
て
い
る
影
響

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
特
に

実
践
し
て
い
な
い
」
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
６
・
３
％
、
ド
イ

ツ
５
・
０
％
に
対
し
、
日
本

は

・
７
％
と
大
幅
に
高
く
、

日
常
生
活
同
様
、
日
本
人
の

旅
行
中
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ

る
行
動
の
実
践
率
は
非
常
に

低
い
＝
図
表
１
。

　
今
後
、
旅
行
中
に
実
践
し

た
い
行
動
の
上
位
三
つ
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
「
歯
ブ
ラ

シ
、
ブ
ラ
シ
、
化
粧
品
は
な

る
べ
く
持
参
す
る
」
（

・

７
％
）、「
連
泊
す
る
場
合
の

宿
泊
施
設
で
の
シ
ー
ツ
や
タ

オ
ル
な
ど
の
取
り
換
え
や
部

屋
掃
除
の
辞
退
」
（

・
３

％
）、「
旅
行
先
の
地
域
の
文

化
施
設
へ
の
訪
問
（
博
物
館

・
郷
土
資
料
館
・
文
化
財
な

ど
）」（

・
５
％
）だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
１
位
も
「
歯
ブ
ラ

シ
、
ブ
ラ
シ
、
化
粧
品
は
な

る
べ
く
持
参
す
る
」（

・
５

％
）で
、次
に
「
混
雑
す
る
施

設
や
場
所
へ
の
訪
問
は
避
け

る
、
も
し
く
は
混
ま
な
い
時

間
に
訪
れ
る
」（

・
９
％
）、

「
レ
ン
タ
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
を
指
定
す
る
」

（

・
８
％
）
と
な
っ
た
。

日
本
は
「
レ
ン
タ
カ
ー
は
Ｅ

Ｖ
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
指
定

す
る
」
（

・
３
％
）
、

「
被
災
地
な
ど
応
援
し
た
い

地
域
を
旅
行
先
と
し
て
選

択
」
（

・
１
％
）
、
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
保
全
（
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
含
む
）

に
取
り
組
む
宿
泊
施
設
や
観

光
施
設
等
を
利
用
す
る
旅
行

ツ
ア
ー
の
選
択
」
（

・
１

％
）
だ
っ
た
。
「
特
に
実
践

し
た
い
も
の
は
な
い
」
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
６
・
８
％
、
ド

イ
ツ
７
・
５
％
に
対
し
、
日

本
は

・
４
％
と
い
う
関
心

の
低
い
結
果
と
な
っ
た
が
、

日
本
人
の
意
識
に
は
、
「
旅

先
く
ら
い
は
考
え
た
く
な
い

・
面
倒
く
さ
い
」
「
あ
ら
か

じ
め
用
意
さ
れ
て
い
る
」
が

根
底
に
あ
る
と
い
え
る
＝
図

表
２
。

　
実
践
率
上
位
の
行
動
で
は

な
い
が
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ド

イ
ツ
で
は
「
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
自
動
車
や
飛
行
機

で
の
移
動
を
取
り
や
め
」「
レ

ン
タ
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
を
指
定
す
る
」「
旅
行

先
の
地
域
の
文
化
活
動
へ
の

貢
献
」
が
い
ず
れ
も

％
以

上
あ
り
、
今
後
の
実
践
意
向

も
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
点

は
注
目
だ
。
ま
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
環
境
保
全
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
等
を

利
用
す
る
旅
行
ツ
ア
ー
の
選

択
」
や
「
旅
行
先
の
地
域
住

民
と
の
積
極
的
な
交
流
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
」
の

実
践
率
や
今
後
の
意
向
が
日

本
と
比
べ
大
幅
に
高
く
、
地

域
側
に
と
っ
て
は
地
域
な
ら

で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
か

し
た
活
動
の
提
供
を
広
げ
る

場
と
機
会
に
な
り
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
に
問
題
視
さ

れ
て
い
た「
観
光
公
害
」や
、

こ
こ
何
年
か
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
踏
ま
え

て
、
旅
行
者
の
立
場
と
し
て

「
旅
行
に
行
く
際
に
も
っ
と

持
続
可
能
性
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
地
域
や
旅

行
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

側
が
ど
ん
な
情
報
発
信
や
推

進
活
動
を
す
る
と
い
い
と
思

う
か
」
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ド
イ
ツ

は
い
ず
れ
の
項
目
も
日
本
と

比
べ
て
選
択
率
が
高
く
、
逆

に
「
特
に
な
い
」
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
５
・
１
％
、
ド
イ
ツ


・
０
％
と
日
本
の

・
９

％
よ
り
大
幅
に
少
な
い
結
果

と
な
り
、
両
国
の
旅
行
・
観

光
分
野
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

解
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

最
も
選
択
率
が
高
か
っ
た
項

目
の
上
位
二
つ
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ド
イ
ツ
と
も
に
同
じ

で
、
１
位
は
「
世
界
的
な
認

定
機
関
か
ら
『
持
続
可
能
な

観
光
を
推
進
す
る
旅
行
先
』

と
し
て
の
認
証
が
あ
る
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン

・
１
％
、
ド

イ
ツ

・
５
％
）
」
、
２
位

が
「
利
用
す
る
交
通
機
関
の

Ｃ
Ｏ

排
出
量
が
検
索
で
き

る
（
鉄
道
、
航
空
機
、
高
速

道
路
、
船
舶
な
ど
）
（
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

・
８
％
、
ド
イ

ツ

・
０
％
）
」
だ
っ
た
。

３
位
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が

「
個
人
が
意
識
し
な
く
と

も
、
そ
の
地
域
の
行
動
が
自

動
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
な

る
し
く
み
が
で
き
て
い
る

（
例
＝
セ
ン
サ
ー
利
用
で
自

動
的
に
電
気
が
消
え
る
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
自
販
機
撤
去

と
タ
ン
ブ
ラ
ー
の
貸
し
出
し

な
ど
）
」
（

・
４
％
）
、

ド
イ
ツ
の
３
位
は
「
宿
泊
施

設
の
予
約
サ
イ
ト
を
通
じ

て
、
施
設
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
）
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
が
分
か

る
」（

・
４
％
）だ
っ
た
。

日
本
の
上
位
三
つ
は
、
「
個

人
が
意
識
し
な
く
と
も
、
そ

の
地
域
の
行
動
が
自
動
的
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
な
る
し
く

み
が
で
き
て
い
る
」
（

・

９
％
）
、
「
宿
泊
施
設
の
予

約
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
施
設

の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

（
持
続
可
能
）
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
が
分
か
る
」
（


・
５
％
）
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
わ
る
消
費
に
よ
り
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
る
」（

・
１
％
）

だ
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の

項
目
で
選
択
率
が
高
か
っ
た

が
、上
位
の
項
目
を
み
る
と
、

認
証
や
排
出
量
の
検
索
、
取

り
組
み
に
関
す
る
情
報
公
開

な
ど
、
地
域
や
企
業
な
ど
の

対
応
が
可
視
化
で
き
る
内
容

の
割
合
が
高
く
、
ま
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
」
（

・

７
％
）
も
関
心
が
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。そ
の
一
方
で
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
消
費

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
」
（


・
８
％
）
は
３
カ
国
で
最
も

低
い
結
果
と
な
っ
た
。
「
世

界
的
な
認
定
機
関
か
ら
『
持

続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

旅
行
先
』
と
し
て
の
認
証
が

あ
る
」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
で
半
数
近
く
が
選
択

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
で
は

・
３
％
し

か
な
く
、
認
識
に
大
き
な
差

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
＝

図
表
３
。


